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地
域
密
着
を
大
切
に
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催

や
、
松
山
踊
り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
市

民
に
愛
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。

備
中
た
か
は
し
町
家
通
り
の
雛ひ
な
ま
つ
り

実
行
委
員
会

　

本
町
の
町
家
に
多
く
の
ひ
な
人
形
を

飾
り
つ
け
る
「
町
家
通
り
の
雛
ま
つ
り
」

を
平
成
19
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い

て
、
県
内
外
の
観
光
客
か
ら
大
変
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
梁
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
な
ど
、
各
種
団
体
と
協
力
し
て

開
催
す
る
こ
と
で
、
祭
り
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
す
。
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平
成
24
年
度 

高
梁
ふ
る
さ
と
づ
く
り
功
労
賞

３
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
地
域
の
個
性
や
特
性
を
生
か
し
、
魅
力
の
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
等
に
贈
ら
れ
る
高
梁
ふ
る
さ
と
づ
く
り
功

労
賞
。
今
年
度
は
３
団
体
が
選
ば
れ
、
２
月
７
日
に
総
合
文
化
会
館
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

迫
町
内
会
（
成
羽
町
中
野
）

　

平
成
17
年
か
ら
、
市
重
要
文
化
財
の

広
兼
邸
周
辺
の
掃
除
や
草
取
り
、
花
植

え
な
ど
の
景
観
保
全
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
豪
壮
な
石
垣
の
全
景
が

見
渡
せ
る
よ
う
に
、
周
辺
の
土
地
を
購

入
し
、
障
害
と
な
っ
て
い
た
杉
や
竹
を

伐
採
す
る
な
ど
、
他
の
模
範
と
な
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
在
住
、
ま

た
は
市
内
で
活
動

し
、
文
化
や
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
全
国
大
会

出
場
、
そ
れ
に
準
ず

る
成
績
を
収
め
た

人
・
団
体
の
情
報
が

あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
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合
わ
せ　
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●
第
43
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
24
年
12
月
23
日
～
29
日
・
広
島
県
）

■
高
見 

祐
也
さ
ん（
浜
町
）　

玉
野
光
南
高
校
３
年

　
「
全
国
大
会
に
２
年
連
続
出

場
し
、
大
変
貴
重
な
経
験
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
や
先
輩
を
は
じ
め
、

皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
進
学
後
も
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
頑

張
り
ま
す
。」

　

昭
和
59
年
に
市
体
育
指
導
委
員

（
現
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）
に
就
任

し
て
以
来
、
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
社

会
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
・
振
興
に

努
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
な
ど
幅
広
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡山県スポーツ推進委員協議会副会長
■武南　俊明さん
　　　　　　（本町）

●文部科学大臣表彰●法務大臣感謝状

川上地区更生保護女性会会長
■穴田　英子さん
　　　　（成羽町成羽）

　

昭
和
52
年
に
入
会
し
て
以
来
、
長
き

に
わ
た
り
地
域
の
犯
罪
・
非
行
防
止
の

た
め
に
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

誠
実
な
人
柄
か
ら
人
望
も
厚
く
、
平

成
7
年
か
ら
は
地
区
会
長
と
し
て
、
会

員
の
育
成
や
地
区
会
の
発
展
に
も
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

～山田方谷ＮＨＫ大河ドラマ放映実現を要望～

NHK放送センター（東京都）を来訪

　懇談会終了後、ＮＨＫ放送センターを訪れ、新山賢
治理事に、山田方谷のＮＨＫ大河ドラマ化実現に向け
た要望書を提出しました。
　また、これまでに県内外から20万人以上の署名が
集まっていることをＰＲし、ドラマ制作を強く要望し
ました。
　ＮＨＫへの要望活動は、今回で3回目となります。

～ 「教育」について話し合いました ～

市政アドバイザーとの懇談会
　２月１日に東京都内で開催した懇談会には、10 人の市政
アドバイザーが出席。市長が市の近況を報告し、教育につ
いて意見交換を行いました。

市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
敬
称
略
、
50
音
順
）

　
　
赤 

木 　

 

攻
（
大
阪
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
赤 

木 

恭 

平
（
公
益
財
団
法
人
全
日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
名
誉
会
長
）

　
　
伊 

藤 

謙 

介
（
京
セ
ラ
株
式
会
社
相
談
役
）

　
　
大 

橋 

洋 

治
（
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
取
締
役
会
長
）

　
　
奥 　

 

二 

郎
（
元･

多
摩
美
術
大
学
教
授
）

　
　
小 

野 

元 

之
（
城
西
大
学
理
事・大
学
院
セ
ン
タ
ー
所
長
、元・文
部
科
学
事
務
次
官
）

　
　
小 

池 

明 

夫
（
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

　
　
島 

谷 

弘 

幸
（
東
京
国
立
博
物
館
副
館
長
）

　
　
立 

木 

正 

夫
（
世
界
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
理
事
、元・サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社
専
務
取
締
役
）

　
　
野 

本 

真 

也
（
元
・
学
校
法
人
同
志
社
理
事
長
）

　
　
橋 

本 　

 

徹
（
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
代
表
取
締
役
社
長
）

　
　
平 

松 

利 

昭
（
洋
画
家
）

　
　
平 

松 

政 

次
（
野
球
解
説
者
）

　
　
深 

井 

晃 

子
（
京
都
服
飾
文
化
研
究
財
団
理
事
、
服
飾
研
究
家
）

　
　
山 

田 

安 

之
（
学
校
法
人
二
松
学
舎
名
誉
舎
友
）

主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　

●
…　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　

▼
…　

市
長　

●
岡
山
県
の
教
育
レ
ベ
ル
が
下

が
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
。

▼
学
校
に
よ
っ
て
差
は
あ
り
ま

す
が
、
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
か

ら
も
、
学
力
が
落
ち
て
き
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
持
つ
力
を
引
き
出

す
た
め
、
市
独
自
で
教
員
の
増

員
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
不
登
校
の
児
童
数
が
全
国
一

位
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

▼
県
と
し
て
は
そ
う
で
す
が
、

高
梁
小
学
校
は
０
人
と
い
う
こ

と
で
、
テ
レ
ビ
に
も
取
り
上
げ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
市
内
の
小
学
校
か

ら
中
学
、
高
校
へ
と
進
学
し
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
市
外

の
私
立
中
学
校
や
高
校
に
進
学

す
る
傾
向
が
出
て
き
ま
し
た
。

市
内
で
勉
強
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
子
ど
も
の
個
性
を
引
き
出
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

高
松
市
で
は
、
子
ど
も
の
発

想
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

芸
術
家
の
派
遣
事
業
を
行
っ
て
、

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

▼
都
会
と
同
じ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
本
市
独
自
で
い
ろ
い

ろ
な
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
事

　■問い合わせ　秘書課公聴広報係 ☎�０２１０

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
ス
リ

ー
ト
な
ど
に
先
生
に
な
っ
て
も

ら
い
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

●
外
部
か
ら
先
生
を
呼
ん
で
く

る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
が
、

私
た
ち
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
修
学

旅
行
な
ど
で
訪
ね
て
き
て
も
ら

う
の
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

▼
皆
さ
ん
に
会
い
、
同
郷
だ
と

知
っ
た
ら
、
驚
き
と
感
動
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

伊
藤
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、

昨
年
、
市
内
の
中
学
校
で
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
将
来
を

考
え
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
そ
う
い

う
機
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
新
山
理
事
に
要
望
書
と

署
名
を
手
渡
す
橋
本
社
長
（
右
）

功績をたたえて栄光をたたえます

市政アドバイザーとは？
　本市にゆかりがあり、各界

で活躍している人にお願いして、

アドバイス（助言・提言） して

もらい、まちづくりに生かしてい

ます。

情報ボックス


